
 

単元７ 科学・技術の発展と環境の保全 観点別評価基準表例(８時間) 

●単元の目標 

・科学・技術の発展と人間生活との関わりについて認識を深め，自然環境の保全と科学技術の利用のあり方について科学的に考察し，判断する態度を養う。 

●単元の観点評価基準 

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解 

科学・技術の発展，自然環境の保全と科学・技術の利
用に関する事物・現象にすすんで関わり，それらを科学
的に探究するとともに，自然環境の保全と科学・技術の
利用のあり方について科学的に考察し，判断しようとす
る。 

科学・技術の発展，自然環境の保全と科学・技術の利
用に関する事物・現象のなかに課題を見いだし，目的意
識をもって観察・実験・調査などを行い，事象や結果を
分析して解釈し，自らの考えを表現している。 

科学・技術の発展，自然環境の保全と科学・技術の利
用に関する事物・現象についての観察・実験・調査の基
本操作を習得するとともに，観察・実験・調査の計画的
な実施，結果の記録や整理など，事象を科学的に探究す
る技能の基礎を身につけている。 

観察・実験・調査などを通して，科学・技術の発
展，自然環境の保全と科学・技術の利用に関する事
物・現象についての基本的な概念を理解し，科学・技
術の発展と人間生活との関わり，自然と人間の関わり
方について認識している。 

 

１章 科学・技術の発展(５時間)  

●章の目標 

・科学・技術の発展の過程を知るとともに，科学・技術が人間の生活を豊かで便利にしてきたことを認識する。 

●章の観点別評価規準 

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解 

科学・技術の発展に関する事物・事象にすすんで関わ
り，それらを科学的に探究しようとするとともに，事象
を日常生活との関わりで見ようとする。 

科学・技術の発展に関する事物・現象のなかに課題を
見いだし，目的意識をもって調査などを行い，科学・技
術が人間の生活を豊かで便利にしてきたことなどについ
て自らの考えを導き，表現している。 

科学・技術の発展に関する事物・現象についての調査
の基本操作を習得するとともに，調査の計画的な実施，
結果の記録や整理，資料の活用などのしかたを身につけ
ている。 

調査などを通して，科学・技術の発展などについて
基本的な概念を理解し，科学・技術が人間の生活を豊
かで便利にしてきたことなどについて認識している。 

 

●節ごとの観点別評価基準表例 

節 学習内容 
観点別評価基準表例(上段：十分満足，下段：おおむね満足) 

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解 

１－１ 

科学・技術の発展の 

歴史 

(教科書p.246～247) 

産業革命，蒸気機関，世界のエネ
ルギー総使用量の変化 
↓ 
動力や交通，工業の進展，石油の
利用 
 

科学・技術の発展の歴史に関する事象
にすすんで関わり，動力や交通，工業の
進展などについて科学的に考えようとす
るとともに，事象を日常生活と適切に関
連づけて積極的に考察しようとする。 

科学・技術の発展と歴史に関する事象
のなかに課題を見いだし，目的意識をも
って的確に動力や交通，工業の進展など
について考えるとともに，事象を適切に
分析して解釈し，自らの見解をわかりや
すく科学的に表現している。 

 具体的な事象を通して，動力や交通，
工業の進展などについて理解し，知識を
確実に身につけている。 

科学・技術の発展の歴史に関する事象
にすすんで関わり，動力や交通，工業の
進展などについて考えようとするととも
に，事象を日常生活と関連づけて考察し
ようとする。 

科学・技術の発展と歴史に関する事象
のなかに課題を見いだし，目的意識をも
って動力や交通，工業の進展などについ
て考えるとともに，事象を分析して解釈
し，自らの見解を表現している。 

 動力や交通，工業の進展などについて
理解し，知識を身につけている。 

１－２ 

科学・技術が支える 

現在の社会 

(教科書p.248～257) 

情報・通信とコンピュータ，ＧＰ
Ｓ，インターネット，光ケーブ
ル，コンピュータネットワークに
よって便利になる生活 
↓ 
導電性高分子，発光ダイオード，
いろいろな新素材とその利用，液
晶ディスプレイ 
↓ 
医療で見られる科学・技術，農業
で見られる科学・技術，遺伝子組
み換え技術，産業用ロボット，ロ
ボットに見られる科学・技術 
↓ 
海洋開発，宇宙開発，熱水噴出
孔，メタンハイドレート 

科学・技術が支える現在の社会に関す
る事象にすすんで関わり，情報・通信と
コンピュータ，インターネット，新素
材，医療や農業，ロボット，海洋開発・
宇宙開発について科学的に考えようとす
るとともに，事象を日常生活と適切に関
連づけて積極的に考察しようとする。 

科学・技術が支える現在の社会に関す
る事象のなかに課題を見いだし，目的意
識をもって的確に情報・通信とコンピュ
ータ，インターネット，新素材，医療や
農業，ロボット，海洋開発・宇宙開発に
ついて考えるとともに，事象を適切に分
析して解釈し，自らの見解をわかりやす
く科学的に表現している。 

 具体的な事象を通して，情報・通信と
コンピュータ，インターネット，新素
材，医療や農業，ロボット，海洋開発・
宇宙開発などについて理解し，知識を確
実に身につけている。 

科学・技術が支える現在の社会に関す
る事象にすすんで関わり，情報・通信と
コンピュータ，インターネット，新素
材，医療や農業，ロボット，海洋開発・
宇宙開発について考えようとするととも
に，事象を日常生活と関連づけて考察し
ようとする。 

科学・技術が支える現在の社会に関す
る事象のなかに課題を見いだし，目的意
識をもって情報・通信とコンピュータ，
インターネット，新素材，医療や農業，
ロボット，海洋開発・宇宙開発について
考えるとともに，事象を分析して解釈
し，自らの見解を表現している。 

 情報・通信とコンピュータ，インター
ネット，新素材，医療や農業，ロボッ
ト，海洋開発・宇宙開発などについて理
解し，知識を身につけている。 
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２章 科学・技術の利用と環境の保全(３時間) 

●章の目標 

・自然環境の保全と科学・技術の利用のあり方について科学的に考察し，持続可能な社会をつくることが重要であることを認識する。 

●章の観点別評価規準 

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解 

自然環境の保全と科学・技術の利用に関する事物・現
象にすすんで関わり，それらを科学的に探究しようとす
るとともに，科学的な根拠に基づいて意思決定しようと
する。 

自然環境の保全と科学・技術の利用に関する事物・現
象のなかに課題を見いだし，テーマを設定して調査を行
い，自然環境の保全と科学・技術の利用のあり方につい
て科学的な根拠に基づいて自らの考えを導き，表現して
いる。 

自然環境の保全と科学・技術の利用に関する事物・現
象についての調査の基本操作を習得するとともに，調査
の計画的な実施，結果の記録や整理，資料の活用などの
しかたを身につけている。 

調査などを通して，自然環境の保全と科学・技術の利
用について基本的な概念を理解し，持続可能な社会をつ
くることの重要性を認識している。 

 

●節ごとの観点別評価基準表例 

節 学習内容 
観点別評価基準表例(上段：十分満足，下段：おおむね満足) 

自然事象への関心・意欲・態度 科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知識・理解 

２－１ 

限りある資源と 

科学・技術 

(教科書p.258～259) 

石油などのエネルギー資源に依存
する現在の社会 
↓ 
資源の効率的な利用 
 

限りある資源と科学・技術に関する事
象にすすんで関わり，資源の効率的な利
用について科学的に考えようとするとと
もに，生命を自発的に尊重し，自然環境
の保全に積極的に寄与しようとする。 

限りある資源と科学・技術に関する事
象のなかに課題を見いだし，目的意識を
もって的確に資源の効率的な利用につい
て考えるとともに，事象を適切に分析し
て解釈し，自らの見解をわかりやすく科
学的に表現している。 

 具体的な事象を通して，資源の効率的
な利用などについて理解し，知識を確実
に身につけている。 

限りある資源と科学・技術に関する事
象にすすんで関わり，資源の効率的な利
用について考えようとするとともに，生
命を尊重し，自然環境の保全に寄与しよ
うとする。 

限りある資源と科学・技術に関する事
象のなかに課題を見いだし，目的意識を
もって資源の効率的な利用について考え
るとともに，事象を分析して解釈し，自
らの見解を表現している。 

 資源の効率的な利用などについて理解
し，知識を身につけている。 

２－２ 

環境の保全と 

科学・技術 

(教科書p.260～263) 

３Ｒ，都市鉱山からのリサイク
ル，環境への負荷の低減 
↓ 
持続可能な社会の実現 

環境の保全と科学・技術に関する事象
にすすんで関わり，持続可能な社会の実
現について科学的に考えようとするとと
もに，生命を自発的に尊重し，自然環境
の保全に積極的に寄与しようとする。 

環境の保全と科学・技術に関する事象
のなかに課題を見いだし，目的意識をも
って的確に持続可能な社会の実現につい
て考えるとともに，事象を適切に分析し
て解釈し，自らの見解をわかりやすく科
学的に表現している。 

 具体的な事象を通して，科学的な知識
を積み上げて活用し，ともに協力して持
続可能な社会をつくりあげていくことの
重要性を深く認識している。 

環境の保全と科学・技術に関する事象
にすすんで関わり，持続可能な社会の実
現について考えようとするとともに，生
命を尊重し，自然環境の保全に寄与しよ
うとする。 

環境の保全と科学・技術に関する事象
のなかに課題を見いだし，目的意識をも
って持続可能な社会の実現について考え
るとともに，事象を分析して解釈し，自
らの見解を表現している。 

 科学的な知識を積み上げて活用し，と
もに協力して持続可能な社会をつくりあ
げていくことの重要性を認識している。 
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